☺人物試験について☺
☆はじめに
　人物試験のマナーについては、ご自身で身に付けて頂くとして、ここでは私が受験してきて感じた人物試験のポイントを挙げていきます。ここでは個人的に感じたことを書くに留めます。
　「勉強で精一杯で、人物試験のことまで考えられない」という方がほとんどだと思いますが、余裕があれば、1週間のうち15～30分程度で良いので、志望動機や自分のことを考える時間を作ることをお勧めします。志望動機や自分のことは、時間をかければかけるほど精錬されて、中身の濃いものになるからです。たまにはアルバムなどを見てみて、自分が何を目標とし、どういう風に育ってきたのかを振り返るのも面白いですよ。

最終更新：平成24年3月31日（水）　　あおくま
☆注意点

　言い訳のように聞こえるかもしれませんが、ここに書かれていることが必ずしも正解とは限りません。ここに書かれてある通りにしても受からない人もいれば、書かれてある通りにしなくても受かる人もいます。ただ、正解ではなくとも、少なくとも間違いではないと思います。参考にはなると思いますので、軽い気持ちで一読して頂ければ幸いです。
☆心構え
　一言に心構えと言ってもたくさんありますので、ここでは何点かに絞ってみました。個人的には人物試験でのポイントは、

【①挨拶　②言葉遣い　③精神的・身体的健康度　④熱意】
の四つだと考えています。「いやいや、他にもあるだろう」と思われるかもしれませんが、実際には上記の4点がかなりの比重を占めていると思います。たった30分程度しか話をしないので、数日後まで印象に残るのは話の中身が2割、外見や性格的な印象（特に第一印象）が8割といったところだと思います。
　何年か仕事をしていると、当然若かりし時に抱いていた夢や希望が薄れ、段々と爽やかさや溌剌さが抜けていきます。そういう人たちが新人に期待することは、何だと思いますか？あおくまだったら、スキルや学歴や経験なんかではなく、「礼儀をわきまえていて」、「健康的」で「前向きな」人が欲しいと思います。職務経験がない人は、大学のサークルや部活動で、どういう1年生が入ってきて欲しいと思ったかを思い返してみてください。もちろん技術的に優れた人（例えば、オーケストラなら超絶技巧の持ち主のヴァイオリニストなど）も欲しいことは欲しいですが、やっぱり男女関係なく「カワイイ子」が欲しいと思いませんでしたか？
　というわけで、①と②に関しては、爽やかで、清潔感があって、ハキハキしていて、さらに礼儀をわきまえている「カワイイ子」になることを目指すと良いと思います。「こんな子が来てくれたらいいな」と思っていた新人の理想像を思い出し、その理想像に自分を近づけてみてはいかがでしょうか。
　そして、④の熱意は当然として、意外に③の健康も重要です。なぜかというと、今企業や自治体が求めている（あるいは悩んでいる）一番の人材は、「明るい人」「辞めない人」「長期離脱しない人」らしいからです。ちょっとしたことで一人で悩みを抱え、すぐに精神的健康を害するような人は組織としては困ります（自分で書いておきながら耳が痛い…）。たとえ悩みやすくても、すぐに人に相談できる人の方がはるかに良いです。④については、最近の社会事情が背景にあります。中途半端な気持ちで入ってこられて、「やっぱり自分の求めているものと違うから辞めます」という人が後を絶たないことです（偉そうなことを言っていますが、私もその一人です）。公務員は民間に比べて入社後3年以内の退職率は低いと思いますが、やりたいことと違ったからといってやる気をなくされても困ります。そういう事情もあり、職務内容が自分の理想と合っていることはもちろん、長年同じ場所で務められるだけの熱意と体力と向上心があることはアピールとなります。
　面接室に入ったらまずは溌剌さで相手を引きつけ、熱意のこもった眼力でメロメロにしちゃいましょう。
☆コツ
　正直に言うと、どんな人物試験に効く必殺技はありません。ただ、あった方が断然良いものはあります。それは、①相手の質問の意図を汲み取る力（理解力）と②説得力（話の論理性）です。

　①については、例えば「どのような大学生活でしたか？」という質問をされたとします。それに対して「文学部で心理学を専攻し、部活はオーケストラをやり、アルバイトは家庭教師をしていました。」などと説明しても何の意味もないことはわかるでしょうか。質問する側は、何をしていたかはもちろん、そこで何を考え、どんな成功体験や失敗体験をし、どう克服したか（何を得たか） が聞きたいのです。（何をしたかだけを説明した場合でも、次に「そこから何を得たか」という質問が来るとは思います。）「ここに来るまでに迷いませんでしたか？」というつまらない質問でも、相手の緊張を解きほぐすという意図があったりします。「この人は何を聞きたいのだろう」という「聴く」（×聞く）気持ちを忘れないでください。
　②の説得力ですが、これはなかなか難しいです。説得力があると言える人はそんなにいないものです。ただ、説得力を増すことぐらいはできます。例えば「あなたの長所は何ですか？」という質問に対し、「明るいことです」とだけ答えても説得力に欠けるのはわかると思います。「何を根拠にそのようなことを☹」と言われそうです。じゃあどうするんだと言われると困ってしまいますが、何か具体的なエピソードを付けると説得力が増します。意外なストーリーがあると、仕事とは関係なくても、食いつきが違うそうです（某ホームページによる）。明るさを説明するときに、「明るい」という言葉を使わずに、相手に「明るそうだ」と思わせられれば、説得力があったということになります。また、人からこういうところが明るいと言われたことがありました、など客観的意見はかなり効きます。
　難しいことを言う必要はないので、誰もが納得するような話を一つ二つ用意しておけば良いと思います（親や友達に話しを聞いてもらうと良いです）。尚、①と②を合わせたもの（＋α）をコミュニケーション能力とも言います。最近の流行の言葉ですね。
☆人物試験までにしておくもの
　準備しておくものは、何よりゆとりです。
　そもそも人物試験が嫌だと思う原因として、慣れない殺風景な部屋で見知らぬ人に得体の知れない質問をされることが挙げられると思います。ついでにその見知らぬ人に自分の意見を否定されたり、人生を左右される可能性があるわけですから、尚更です。でも逆に言えば、せめて会場の雰囲気、当日の流れ、何歳くらいの人が相手か、主にどんな質問をされるのかを知っておけば、ちょっとは戦う勇気が湧いてきませんか？
１．自己分析と健康管理を怠らない

　自分がどういう人なのか、紙に書き出してみましょう。以前、結婚式の披露宴で、友人からの挨拶の時に「○○さんはこんな人で、ここがスバラシイ」などと言い、新郎や新婦を商品に見立ててプレゼンする人を見かけましたが、これを自分自身に行ってみてください。さらに、「なぜ自分は人の支援がしたいのだろう」「なぜ自分は心理学科に入ったのだろう」など、自分自身に【なぜなぜ攻撃】をしてみてください。普段から【なぜなぜ攻撃】をしておくと、人物試験でされる大抵の質問にはすんなりと答えられるようになります。
　また、特に人物試験の1週間前辺りからは早寝早起きなどして、すこぶる健康的なところを面接官に見せてあげてください。寝不足や体調不良で死にそうな表情をして面接室に入ると、それだけで印象が悪くなります。
２．当日のスケジュールやレイアウトをよく見ておく

　当日の流れ（会場には何時に行って、まずどこに行き、どこで待機するのか等）と面接室のレイアウトは覚えておきましょう。レイアウトを覚えておけば、面接室に入ってから椅子までどのように進み、どんな感じで挨拶をするのか、イメージしやすくなります。
　尚余談ですが、ドアをノックする回数は2回で良いと思います。私の民間の就職活動中には、3回ノックが正式という噂を聞いていたのですが、どうやら正式には4回らしいです（3回は友達や夫婦など、親しい間柄で行うものらしい）。ただ、4回ノックしている人を私はまだ1度も見かけたことがないので、2回で良いと思います。2回ノックは別名「トイレノック」とも言われ、あまり良くないという話も聞きますが、一応「入っていますか」という問いかけの意味合いがあるらしいので、間違いではないと思いますし、周りは皆2回ノックなので、問題ないです。
３．過去の質問事例を見て、各質問に対する返答の例を考えておく

　私の場合、K○LSから頂いた質問事例集を見て、試験種ごとにすべての質問を抽出し、それに対する返答例をあらかじめ考えておきました。特に、①職務内容、②卒論の内容と実験結果、③長所と短所、④仕事やサークル活動で大変だったことや失敗したことに関してはどこでも必ず聞かれるので、しっかり準備しておきました。
　と言っても、丸覚えするのは無理がありますし、丸覚えできたとしても棒読みになりがちで、面接官もがっかりします。そうかと言って何も考えずにいくのはあまりにも無謀なので、絶対に外せないキーワードと、そのキーワードを出す順番を覚えておきましょう（箇条書きにしてみると、何を話すつもりなのかよくわかり、自分自身スッキリします）。質問の意図を汲み取り、キーワードから文章を組み立て、相手にわかるように伝える、そういう点は、論述対策と同じですね。
４．両親と仕事の話や面接のことについて話をしておく
　面接官は概して、社会の荒波を経験してきた方達です。若造よりもいろんなことを知っていますし、また年代が違えば考え方も違います。面接では、世代や人生経験を超えて、人生の先輩たちに自分のことを伝えなければいけません。
　40代～50代の人たちが、若い人たちのことをどのように考え、どういう人に入ってきて欲しいかを知るために、私の場合は民間企業の就職活動をする際、親、特に父親と時々話をしました（面接官の7～8割は男性なので）。親とそういう類の話をするのはちょっと照れくさくもあり、面倒でもあるのですが、得るものはいくつかあると思います。少なくとも年上の人と話す良い練習になるのは間違いないです。
５．受験先の職務内容はきちんと把握しておく

　公務員試験だけではなく、就職活動で一番厄介なのが、職務研究です。特に公務員試験の場合、情報が少ないため、どういう仕事をしているのかはよく分からないかもしれません。ただ、ちゃんと研究しておかないと熱意が伝わりませんし、逆に熱意があればちゃんと研究しようと思うはずなので、何とかして情報を集めた方が良いです。
　セミナーなどに参加された方は、早めにその情報をまとめておきましょう。いろいろな話を聞いて、「こんな仕事がしたい」「こういう調査官になりたい」といった具体的なイメージが浮かんでいれば、人物試験で十分に使えます。
　セミナーなどに参加できなかった方は、志望先の職務に関連する本を1冊は読んでおいた方が良いです。「○○という本を読んで、家裁調査官は△△といった仕事をしていることがわかりました。私は○○を読んで、××さんの□□な志に感銘を受けたので、ひとまず××さんをモデルとして働いていきたいです。」というようなことが言えれば、熱意が伝わると思います。そこで具体的にどういう仕事がしたいのか、自分が採用されたらそこではどのようなメリットがあるのか説明できると、非常に印象が良くなります。
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